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背景｜ソフトウェア変更の繰り返し

｜長年，ソフトウェア変更パターンを利用し，
多くのソフトウェア進化タスクなどを自動化

- しかし，これらのほとんどがpythonやML系には
対応していない

｜MLのためのツールを発展させるためには，

MLシステムがどのように進化・維持するかを

理解する必要がある

- 細かなコードの変更の繰り返しについて理解が不足
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背景｜動機となる例

｜CPatMiner(既存研究) [58]

- Java のコード変更パターンをマイニング

- 重複するリファクタリングを考慮していない

｜JavaFyPy(提案手法)

- Javaのリファクタリング推論ツールRminer[85]をPythonに
対応させ，CPatMinerと統合
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リサーチクエスチョン

｜RQ1：MLで頻出のコード変更のパターンは何か
自動化を必要としているパターンは何か

- R-CPatMinerを用いてマイニング

- 主題分析を適用

｜RQ2：リファクタリングに注目することで
パターンマイニングがどのように改善されるか

｜RQ3：R-CPatMiner，PyCPatMiner，PyRMinerの
実行性能はどの程度か

- 実行時間を比較
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対象システム

｜既存研究[22]で用いられたコーパスを利用

- スター数が50以上

- アーカイブされていないpythonリポジトリ

- 以下の条件のものを除外
• データ収集日の6ヶ月以内に活動がないもの

• 貢献者が3人未満のリポジトリ

- ソースコード：5800万行，ファイル：15万
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RQ1｜検出されるパターンの特徴

｜R-CPatMinerコーパスに対して実行

- 349406 個の変更グラフ

- 28308個のコード変更パターン

｜開発者の53%がパターンを100%，

79%が50%，91%が10%を共有している

｜プロジェクトの36%がパターンを100%，

60%が50%，91%が10%のパターンを共有している

｜開発者やプロジェクトの間に浸透している
パターンを抽出していることがわかる
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RQ1｜パターンの傾向

｜以下の4つの傾向が見られた

｜Context マネージャへの変換

｜forループの変換

｜API の使用方法の更新

｜高度な言語機能の使用
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RQ2｜リファクタリングによる影響
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RQ2｜リファクタリングによる影響

｜ R-CPatMinerはPyCPatMinerよりも16%多く変更

されたメソッドを処理

- リファクタリングを考慮することは有効

｜あ

- あ
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RQ3｜結果

｜実行時間
- PyCPatMiner：12時間未満

- R-CPatMiner：19時間未満

- Java-CPatMiner：8時間未満

｜JavaとPythonのコーパスは多様であり，
公平な比較は難しい

- CPatMinerの主要な目的は，パターンのデータ
ベースを構築するために毎週コーパスを
マイニングすることである

- 目標を達成するためには妥当な実行時間である
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結論

｜PythonベースのMLソフトウェアシステムに

おける，きめ細かいコード変更パターンに

関する最初の調査を行った

｜22の変更パターンを4つに分けて提示し，
そのうち10はMLに特化したものであった

｜アンケートでは，71%の回答者がこれらの

パターンをIDEで自動化することを希望している
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所感

｜最近，既存の技術・ツールをML開発に応用する

研究を見かけるようになったと感じる

｜性能比較で実行時間を比較していたが，必要で
あったのか疑問を感じた
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補足資料

13



補足｜パターンの分類
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